


問題の傾向・分量・難易度の分析、対策・今後の勉強法
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語句の意味・知識

接続語

語句

文章

内容説明

理由説明

表現説明

内容一致

内容一致

主張・論旨

特徴

文章整序

脱文挿入

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶❶ ❷❷ ❸❸

一般 ❶ ❷ ❸

大問３題、小問数39～42問。大問の構成は全日程共通。小問数は公募のみ2023年度より微増している。【一】【二】は文章読解

問題で、公募はどちらも説明的文章、一般は2025年度までは前者が説明的文章、後者が随想文であったが、2026年度は２題と

も説明的文章を題材としていることが多かった。随想文が出題されていたのは２日程のみであった。【三】は知識問題。

知識問題の設問数は、公募で約３割、一般で約４割と高い割合を占める。文章読解問題では、空所補充問題が設問数の約4割を

占める。単語から一文まで、空所にあてはめる内容は様々。本文の内容一致問題も頻出。頻出形式の問題には慣れておきたい。

2026年度では脱文挿入問題が12月22日の日程でのみ出題されていた。過年度には文学史問題なども出題されていた。今後も注

意が必要である。

公募では文章整序問題が必出。

国語 試験時間：
英語と合わせて90分公募

満点：100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

知識問題の比重が高いことを踏まえると、語彙力はもちろんことわざや慣用句、四字熟語などの国語知識も早くか
ら取り組んでおきたい。知識が増えると読解力にも役立つので一石二鳥である。評論文（論説文）は筆者の主張を論
理的に読んでいくことを常に心がけて取り組むこと。随筆文は筆者の経験と筆者の意見を区別して読んでいくこと。
そして空所補充問題と内容説明問題、さらに理由説明問題が多くを占めているので、これらの問題に慣れて、解き方
を確立しておくこと。基礎レベルの問題集を早いうちに２～３冊仕上げておきたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

まずは公募を念頭に置いて取り組もう。公募の問題パターンに慣れると同時に攻略できるように練習を積んで
おきたい。出題傾向はほぼ一定なので、過去問を入手し、できる限りこなしておきたい。さらに一般の問題にも
着手しておけば準備万端であろう。とにかく両入試ともに出題傾向を掴みやすいのでその傾向に合わせた対
策を十分に積んでおくことが大事である。

②出題傾向を
　ふまえた対策

公募・一般ともに試験当日まで、知識と読解の力を積み重ねておくことが重要である。知識問題はあらかじめ準備
できるものが多いので、たくさんの問題に取り組んでおくと有利である。過去の問題に限らず、知識問題を集めた
問題集も有効である。他大学の知識問題だけを取り出してこなすのもとても参考になるだろう。また、読解問題で
は、筆者の主張を掴む読み方ができているか確認すると同時に、頻出問題の解き方も定着させておこう。さらにさ
まざまな文章ジャンルから出題されるので、幅広くジャンルにこだわらず文章を読んで、そのジャンルの知識も蓄え
ておくと、初めて読む文章の読解にかなり役立つ。試験開始までたゆまない努力をしておくことが入試を突破する
秘訣である。

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに文章読解から知識問題までバランス良く出題
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（７分）→【一】（24分）→【二】（24分）→＜見直し＞（５分）
原則として、どのような試験でも、知識問題→読解問題へと移行していくと時間を上手く使いやすい。
【一】と【二】の順序は得意な方を先に取り掛かるのがよい。

2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 16 45点

学校教育を背景に、他者への対応力による「能力」の有無について論
じている。空所補充問題と傍線部問題で問題の約９割を占めてい
る。語彙力も的確に内容を理解する力も試されている。また、文章の
細部の内容や論理だけでなく全体内容も正しくつかむ力が求められ
ていた。

10 35点【二】

15 20点【三】 漢字・形容動詞・四字熟語

筆者が自らの体験をもとに「利他」について具体的に論じている。自ら
の経験がベースになっているので文章自体は読みやすい。ただし、時
事的な表現が用いられ、ニュースや新聞などを見聞きしているとより理
解しやすいだろう。【一】の問題と同じ程度に空所補充問題と傍線部問
題が多く、およそ９割を占めている。読みやすい文章であったが、そう
でない文章が出題される可能性もあるので、その準備もしておきたい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。一般の漢字の書き取りの
選択は5問。残り10問が語句知識の問題で、5問ずつ2パターン出題さ
れる。分析対象日の1月22日は、熟語の一部を構成する漢字を選択する
問題、文脈として適切な熟語を選択する問題、四字熟語を作る際に不要
な１字を選ぶ問題が出題された。頻出の知識を問うものであるため、暗
記はもちろんのこと、この出題形式に合わせた演習問題を繰り返し行
い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数３題／小問数41問） 【一】評論文（総合問題）

【三】知識問題【二】評論文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

「『能力論』をめぐる
基本的問い」
池田賢市

『遊びと利他』
北村匡平出題傾向表（過去３年間）

【国語】
2026年度 2024年度～2026年度

単元別出題率一般公募

出題率 ０ 50 10011/1  11/2 12/22 １/21 １/22 １/31  2/1
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2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募
問題数：長文、会話文、文法問題の計３題（小問数30問）。大問数、小問数ともに2025年度から変化はなし。
出題形式：空所補充と下線部を問う問題形式が８割程出題。長文は内容理解を問う問題が半数以上を占める。会話文は一部定型
表現があるものの、文脈把握を問う形式が主である。

一般
問題数：長文、会話文、文法問題、グラフ問題の計４題（小問数38問）。大問数、小問数ともに2025年度から変化はなし。
出題形式：長文は内容理解を問う問題が半数以上を占める。会話文は一部定型表現があるものの、文脈把握を問う形式が主であ
る。グラフ問題が例年通り出題。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
長文読解問題では同じ意味を問う問題が頻出しているため、しっかりとした読解力を身につけよう
一般はグラフを見て問いに答える問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数４題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2025年度と大きな変化なし。下線部言い換え問題は難しい熟語が問われ
ているが、文脈により基本的に容易に判断できる。しかし下線部① turn heads 「注目
を集める」は文脈でもやや迷う選択肢があった。内容合致は該当する箇所を発見する
ことで正誤が判断しやすい問題となっていた。

「超高層ビル
建設競争」

3文で構成される会話文中の空所に適する1文を選択する問題。特に定型表現が
問われることなく、文脈で解くことのできる問題であった。前後の流れを両方と
もしっかりと確認し、解答すれば確実に得点できるだろう。

会話文

1つの空所に適する語句を選択して1文を完成させる問題。標準レベルの文法や語
法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解を問う問
題は出題されない。熟語や前置詞なども含め、文法問題集の標準レベルの問題を
幅広く解いて知識をつけておくことで解答できる。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式の問題。
まずは表題に目を通し何のグラフかを把握する。設問ではグラフに表れている項目と一
致する表現と数値をチェックしながら読み進めていく。そして設問で何が問われている
のか条件をしっかりと確認し、グラフの適切な箇所を慎重に見ないとケアレスミスが起
こる問題となっているので何度も見直しをすること。

「ハワイの
年間降水量」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

５ 14点

単語：標準レベル（1000語程度）の単語帳を復習を入れながら覚える。
文法：特に準動詞（不定詞・動名詞・分詞）、仮定法、関係詞、助動詞周辺について演習を入れながら理解する。構文

を用いて学習するのもよい。
長文：600語程度の英文を数多く読む。グラフを用いた問題もこなす。

弱点克服：直前１か月は②の期間でやったことをもう２周はしたい。そこで間違える問題は本番でもミスして
しまう可能性がある“宝”である。徹底的に仕上げておきたい。

時間配分：過去問題を当日の試験時間帯に合わせて解き、本番同様のシミュレーションを繰り返す。ここで
時間配分の最終調整を行う。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IV】

単語：単語帳は２周目を進めつつ、問題を解いて出てきた知らない単語をまとめていく。
文法：過去問題を解いて出てきた単元から随時復習していく。
長文：過去問題演習で間違った設問の原因を考えながら学習を進め、知らない単語や不明箇所がなくなるまで何度

も読み直す。

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（８分）→【Ⅱ】（９分）→【Ⅰ】（30分）→【Ⅳ】（８分）→＜見直し＞（５分）
スタートは知識問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】は文法や語彙を問う知識問題であるため優先的に
解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文と長文読解で徐々に語数の長い英文に慣れていき、最後に他大問とは形
式の違うグラフ問題にとりかかる。

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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【英語】

長
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文
法
・
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法

グラフを用いた空所補充問題

接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

一般公募

出題率 ０ 50 100

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

内容

一致

2026年度 2024年度～2026年度
単元別出題率

11/1  11/2 12/22 １/21 １/22 １/31  2/1
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出題傾向表（過去2年間）

全体概観

1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

日本史探究 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題時代としては、全日程ともに大問３題【Ⅰ】古代・中世から14問、【Ⅱ】近世から10問、【Ⅲ】近現代から18問の計42問の小問で構
成。標準的な難易度の問題で構成されているが、文章の選択問題には難しいものもあり、教科書の熟読が必要である。よって基本的
な問題でしっかり正答しておきたい。

出題形式は多岐に渡っており、四肢択一問題や空欄補充問題を基本として、共通テストのような二文正誤問題や年代順配列問題、史
料読解問題も出題される。

全日程すべて大問３題で構成されている。４～５行程度のリード文が置かれ、下線部が施された部分に関連する問題が出題される。

近年、原始時代からの出題はないが、その他の時代は満遍なく出題され、様々なテーマを軸に政治・経済・外交に関する問題が幅広
く扱われている。直前期にはテーマ学習で総まとめをするのも有効である。
どの大問も最低１問の史料問題が出題されている。教科書レベルの基礎史料が多く、空欄補充や史料内容の読解を試すものもある。
過去問を演習する際、出題された史料はその都度、史料集などで確認しよう。試験直前には、史料問題対策に取り組んでほしい。

2026年度は古墳時代以前（６世紀より前）からの出題無し
政治・経済・外交史を扱った問題が頻出
各大問に必ず史料問題あり

2026年度 2025年度～2026年度
単元別出題率一般

1/21 出題率1/22 1/31 2/1

旧石器文化・縄文文化・弥生文化

古墳文化とヤマト政権

律令国家の形成

平城京と平安京

摂関政治と国風文化

院政と武士の成長

平氏の台頭と鎌倉幕府の成立

鎌倉幕府の衰退と鎌倉文化

室町幕府の成立と衰退

信長・秀吉政権と桃山文化

江戸幕府の成立

幕政の改革

開国と幕府の滅亡

明治維新と文明開化

立憲国家の成立

日清戦争と日露戦争

第一次世界大戦とワシントン体制

政党内閣の成立と市民文化

軍部の台頭と第二次世界大戦

占領下の改革

日本の復興と国際復帰

経済大国と激動する世界
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0％

8.3％

41.7％

33.3％

41.7％

25％

33.3％

58.3％

66.7％

16.7％

58.3％

66.7％

25％

25％

66.7％

50％

41.7％

58.3％

41.7％

41.7％

50％

33.3％

原
始

古
代

中
世

近
世

近
代

現
代

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 14 35点

飛鳥時代後半（７世紀後半）の対外関係、平安時代中期（11世紀前半～中期）、鎌
倉時代（13世紀）の対外関係をテーマとして、外交や貿易という観点を中心に出題
されている。難易度は特に細かい知識を問う問題は見られず、標準的である。史料
問題は、モンゴル襲来についての史料が取り上げられているが、教科書等でも頻出
のものである。よく読み、落ち着いて解答したい。史料中の語句や注釈、時期をす
べてあたって、これらをヒントに選択肢の正誤を判定すればよい。

10 25点【II】

18 40点【III】

古代～中世の
対外関係（外交史） 

江戸時代の学問

近現代の軍事体制

江戸時代の学問からの出題であり、頻出テーマとされる分野である。具体的には、
幕府による学問（朱子学）の振興政策や幕末期の蘭学の導入、諸藩における学
問・教育、諸学者による私塾についてであるが、これらも【Ⅰ】と同じく難易度は標
準である。しかし、年代順配列問題（解答番号19）や二文正誤問題（解答番号
23）などでやや難易度が高いものも見られる。テーマが政治史ではなく、どちらか
といえば文化史に分類されるテーマであるため、受験生にとってはやや苦戦を強
いられるかもしれない。しかし、事前に対策をしておくことで、こういった問題へは
十分対応が可能である。後回しにしがちな文化史の学習を怠らないようにしよう。

1870年代～1890年代の軍事制度の整備、1920年代の軍縮、1930年代の軍部
の台頭、戦後の占領政策や戦争放棄といった、近現代の軍制体制の変遷について
出題された。ただし、軍制のみ出題されているわけではなく、設問自体は政治や文
化、社会経済などの様々な分野で構成されている。とりわけ受験生にとって難易度
が高い問題は、解答番号29や解答番号39の年代順配列問題であろうと思われ
る。しかし、こういった問題への対策として西暦年を丸暗記するということは、はっ
きり言って無駄である。近現代では、内閣名や実施された政策から時期の判定を
行えるように、意識して学習しよう。近現代については学習の遅れが目立つ分野な
ので注意してほしい。本学の日本史入試において、近現代史はもっとも問題数が
多く、攻略において一番重点を置かなければならない時代であることを意識しな
がら、日々学習に取り組んでほしい。

問題構成（大問数３題/小問数42問） 【I】 古代・中世（総合問題）

【III】近現代（総合問題）【II】近世（総合問題）

【合格目安】
正答率 55～61％

夏休みの終わりまでには、教科書、史料集などを用いて全時代の学習を一通り終わらせ、日本史の全体的な流れをつか
んでおくことが望ましい。教科書をベースに基礎的知識を付けておけば入試には対応できる。政治史を中心に経済・外
交・文化など好き嫌いなく広く基本的な知識を固めておこう。学習の際は、学校のノートやプリント類、塾・予備校に通っ
ている人はそのテキストなどをまとめのアイテムとして利用するとよい。特に近現代は問題数が多く、学習が遅れている
と高得点は望めない。本学入試突破の生命線だと思って早めに取り組んでほしい。 

普段の学習から、アウトプットを意識した取り組みをしてほしい。教科書などを熟読し、必要事項を暗記・理解するとともに（イン
プット）、用語チェック的な問題集を利用して解答できるようにしよう（アウトプット）。アウトプットできていないと暗記・理解したこ
とにはならない。簡単な問題集でよいので「覚える、答える」のトレーニングを積んで、入試に備えよう。なお、問題集は一問一答
形式より、文章で構成されて流れが理解できる用語チェック問題集の方がよいであろう。 

11月からは入試問題演習や本学の過去問演習を徹底的に行おう。入試では過去の問題と類似した内容も出題される
ことも少なくない。年度にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。誤答した用語・内容は教科書や
まとめのアイテムに戻り、必ずチェックしてインプットしなおそう。また、過去問演習を通じて本学の出題形式や出題
傾向をつかむこともでき、直前には予想を立てることも可能である。なお、出題形式が似ている他大学の入試問題を
活用するのも有効的である。  

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②インプットと共に
　アウトプットを
　意識した演習

③過去問演習の
　徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（22分）→＜見直し＞（5分）
問題は取り組み易い形式なので、時間が足らなくなることはないが、【Ⅲ】は問題数が多いので、余裕をもって臨めるよう
にしたい。ただマークセンスのズレを防止するため、基本的には【Ⅰ】・【Ⅱ】・【Ⅲ】の順番通りに解答するほうがよいであろ
う。いかに前近代分野で時間を短縮して解答し、近現代分野に臨めるかがポイントとなる。また史料問題や正誤問題が
多いので、文章の読み間違いには注意が必要である。試験の残り時間が余れば、見直しの時間もしっかり確保しよう。

2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

入試対策

0 50 100

日本史探究【 】

※2025年度入試より「日本史B」から「日本史探究」となりましたので、2年分の出題率となります。
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１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

入試対策

全体概観

出題傾向表（過去2年間）

世界史探究 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

例年と同様に全日程ともに大問３題が出題されており、難易度は基礎・標準的である。【Ⅱ】については、日程によって出題形式が

異なる。幅広い地域や時代から満遍なく出題されるため、どこが出題されても対応できるようにしておきたい。また、全体的な傾

向として20世紀以前の出題率が高い。

本文を基に穴埋め問題、下線部の用語や説明文に関連した問題が出題されている。また、地図問題が全日程で出題されている

ため、用語を覚えるだけではなく資料集などを活用して地理的な内容まで押さえておくとよい。また、年代整序問題も全日程で

出題されており、時代の流れを正確に把握しておく必要がある。

近現代以前の出題率が高い傾向にある
本文を基にした穴埋め問題や用語・説明文に関連した問題が出題
地図問題や年代整序問題が全日程で出題

2026年度 2025年度～2026年度
単元別出題率一般

１/21 出題率 ０ 50 100１/22 １/31 2/1

先史の世界 

オリエントと地中海世界 

アジア・アメリカの古代文明 

内陸アジア世界・東アジア世界の形成 

イスラーム世界の形成と発展 

ヨーロッパ世界の形成と発展 

内陸アジア世界・東アジア世界の展開 

アジア諸地域の繁栄 

近世ヨーロッパ世界の形成 

近世ヨーロッパ世界の展開 

近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 

欧米における近代国民国家の発展 

アジア諸地域の動揺 

帝国主義とアジアの民族運動 

二つの世界大戦 

冷戦と第三世界の独立 

現在の世界
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25％

87.5％

75％

100％

75％

100％

62.5％

87.5％

87.5％

37.5％

50％

100％

50％

50％

100％

62.5％

75％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 15 35点

オスマン帝国の成立から滅亡までを主に扱っている。基礎的な難易度の問題が
大半である。また、単純な穴埋め問題や知識問題だけではなく、問９のよう
に、プレヴェザの海戦の位置を問う問題も出題されているため、資料集などを
用いて正確に把握しておくべきである。15問のうち約半数を占める正誤問題に
ついては、どこが誤っていて、どうすれば正しくなるのかを指摘できるようにし
ておきたい。

10 30点【II】

15 35点【III】

オスマン帝国の歴史

フランス・イタリアに
関する出来事

中国史上の人物

古代から現代にかけてのフランス・イタリアの歴史が年表形式で出題された。
【Ⅰ】と同じく、基本的な難易度の問題が大半であるが、問８の年代整序が現
代史であったため戸惑った受験生も多いと思われる。普段から偏りのない学
習を心掛けたい。

古代から現代にかけて、中国史上で重要な人物（司馬遷・玄奘・義浄・蔣介石）
をテーマとして扱った。A・Bに関しては比較的解きやすい問題であったと思う
が、Cは年代整序・正誤問題が出題されていた上に、範囲が現代史ということ
もあり、思うようにできなかった受験生が多いと思われる。本学の入試問題
は、特区帝のテーマを古代から現代にかけて問われることが多いので注意し
たい。

問題構成（大問数３題／小問数40問） 【I】 オスマン帝国の歴史（総合問題）

【III】中国史上の人物（総合問題）【II】フランス・イタリアに関する出来事（総合問題）

【合格目安】
正答率 54～60％

10月頃までには、教科書、一問一答集、用語集、資料集を用いて全単元を最低限一周し、世界史の全体的な流
れをつかんでおくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記するこ
と。頻出の中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意
識すること。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

11月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。12月半ばまでには、入試問題として頻出である形式の問題の対策を
するために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返っ
て復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

②苦手克服と
　問題集で演習

12月半ばからは過去問演習を徹底的に行う。入試では、数年前の問題から繰り返し出題されることも多いため、
前年度の問題だけではなく、少なくとも2～3年前（3年前は世界史B）の過去問も解いておくべきである。また、
過去問演習では単に問題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出
題されていることからこの時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（15分）→＜見直し＞（15分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、苦
手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。

※2025年度入試より「世界史B」から「世界史探究」となりましたので、2年分の出題率となります。

世界史探究【 】
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2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、大問１題につき設問数13問、合計39問で統一され、政治・経済・国際の各分野から１題ずつ出題。60分で

十分に解答できる。全体的な難易度は標準レベル。

教科書をしっかりと学習すれば、合格点には十分到達することができる。

やや難しいと思われる設問は各日程で２、３問である。教科書の欄外や図表、グラフなどにも目を通しておこう。その際、語句

を覚えるだけではなく、メカニズムや背景まで理解しておく学習が必要である。

すべての日程でⅠ政治・Ⅱ経済・Ⅲ国際分野の順で出題
ほとんどの問題は教科書レベルで解ける標準的な問題
わずかながら、詳細な知識を要する問題も出題されている

【政治・経済】
2026年度 2024年度～2026年度 単元別出題率

１/21 １/22 １/31 2/1 出題率 ０ 50 100

政
治

経
済

民主政治の
基本原理

日本国憲法と
民主政治

日本国憲法と
基本的人権

日本国憲法と
政治機構

現代日本政治の
課題

国際政治と日本

日本の平和主義と
国際平和
経済社会と
経済体制

現代経済の
しくみ

現代経済と
福祉の向上

国民経済と
国際経済

民主政治のあゆみと基本原理
世界の政治体制
日本国憲法の成立

日本国憲法の基本原理
基本的人権の保障
法の下の平等
自由権
社会権

人権を確保するための権利（参政権・請求権）
新しい人権

人権の国際的保障
国会
内閣
裁判所
地方自治

行政機能の拡大とその民主化
政党政治と選挙（戦後日本の政治過程を含む）
世論と現代政治（マスコミ・大衆運動などを含む）

国際社会の成立と発展
国際連合

第二次世界大戦後の国際社会の動向
国際平和の課題（軍縮・民族問題）
日本の平和主義と安全保障

日本外交のあゆみと日本の国際的課題
資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
金融
財政

日本経済のあゆみ
食糧・農業問題

資源・エネルギー問題
環境問題
都市問題
物価問題
消費者問題
中小企業問題
労働問題
社会保障

国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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66.7％
50％
8.3％
66.7％
41.7％
16.7％
16.7％
33.3％
25％
16.7％
33.3％
33.3％
41.7％
33.3％
25％
41.7％
41.7％
33.3％
50％
66.7％
83.3％
50％
25％
25％
41.7％
16.7％
83.3％
25％
58.3％
58.3％
75％
41.7％
33.3％
16.7％
41.7％
16.7％
8.3％
33.3％
0％
50％
50％
75％
91.7％
91.7％
58.3％
16.7％

問題構成（大問数３題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

日本の議院内閣制の仕組みと行政国家化現象について述べたリード文からさまざ
まな政治に関する知識が問われる。ロックの権力分立に始まり、厳格な三権分立を
採用するアメリカ、日本の議院内閣制や国会、行政委員会と独立行政法人、ソ連邦
成立やワイマール憲法、福祉国家、委任立法や行政改革、政党や内閣人事局、内閣
総理大臣と国務大臣、日本国憲法における直接民主主義的制度などである。問７の
日本の公務員に関する設問は「人口1000人当たりの公務員数はアメリカやイギリ
スに比べて日本の方が少ない」を選ぶのはやや難しいが、ほかの選択肢が明らかに
誤文であることから正解に至ることができる。全体的には標準的な難易度である。

13 33点【II】

13 34点【III】

議院内閣制と
行政国家化
現象

経済活動と
経済体制

グローバル化と
国際協力

経済分野からの出題で、消費を中心とした経済活動と資本主義を主とする経済体制
について述べられたリード文である。財やサービスの性質や資本に関するさまざま
な用語、消費者の動向や消費者問題、中国の体制、経済学説、財政政策、景気循環
に関する設問で構成されている。問６の予約制約線のグラフの設問はあまり目にす
ることがなく、受験生は少し戸惑ったと思われる。やや難しい。全体的には標準的な
難易度である。

国際分野からの出題で、グローバル化と自国中心主義、国際協力に関する様々な問
題点を述べたリード文である。関税や保護主義、ヘイトスピーチ、ＥＵ、ＮＡＴＯ，国
際紛争、エスノセントリズム、ＯＤＡ，ＮＧＯ，日本のスマート農業、国際収支の表を
見ての計算問題、さまざまな国際機関に関する設問で構成されている。問10は貧困
や災害に対する政府や民間の取組みについて３つの短文の正誤判定をする設問だ
が、国際緊急援助隊については多くの教科書に記載がなく、やや難しいように思わ
れる。全体的にはやや難しい。

政治・経済・国際の各分野から出題されているので、すべての分野を学習する必要がある。また、教科書に準拠した
標準的な問題が多く出題されるので、まずは教科書を一読して、すべての内容をしっかりと理解しよう。そして、教科
書で太文字などになっている重要語句を暗記しよう。次に重要語句の前後の文脈も理解しながら学習しよう。また、
教科書の欄外に示されている語句なども問われることがあるので、見落とさずに学習しておこう。さらに計算問題や
図表やグラフの読み取り問題にも対処できる学習も必要である。

①教科書の内容を
　徹底的に
　理解しよう

教科書を学習していてわからない用語や難解な用語が出てきたら、すぐに調べられるように用語集を用意して
おくと便利である。自分が気に入った用語集でよい。そして、教科書で学習した事柄についての理解を深めるた
めに、また時事問題対策として、資料集なども積極的に活用してほしい。

②用語集や資料集を
　利用しよう

夏以降は知識を定着させるために、多くの演習問題を解いてほしい。教科書の内容を確認できる基礎的な問題集が
よいだろう。その後、本学の過去問を解こう。過去問を解くことで実力を試すことができるとともに、傾向もしっかりと
つかむことができる。そして入試直前期は、新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習
をしよう。また時事問題の対策として資料集を活用し、さらに昨今のニュースにも気を付けておこう。

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（10分）
計算問題やグラフ読み取りの設問があり、やや難易度が高い【Ⅲ】に長めの時間を割り当てている。
しかし全て択一式であるため、所要時間に大差はない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟
に時間配分することを心掛けたい。うっかり見落としすることもあるので見直しの時間も必要である。

問
題
の
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量
・
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対
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・
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強
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問
題
の
傾
向
・
分
量
・

難
易
度
の
分
析
、
対
策
・
今
後
の
勉
強
法

1312



入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶❶ ❷❷ ❸❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

ここ数年、２次関数、図形と計量、確率の分野から、１分野１大問ずつ出題されている。また、前期日程では3問程度の小問集合が出

題されている。

マーク式であり、難易度は教科書の例題のレベルから章末問題のレベル。

小問集合以外は、誘導形式で問題が出題されており、前から順に解き進めていく。

数と式

２次関数

図形と
計量

データの
分析

場合の数

確率

図形の
性質

整数の
性質

整式・実数・１次不等式

集合・命題

２次関数のグラフ

２次関数の最大・最小と決定

２次方程式・２次不等式

三角比

正弦定理・余弦定理

三角形の面積

空間図形への応用

データの代表値

四分位数と分散・標準偏差

データの相関

集合の要素と個数

場合の数・順列

組合せ

確率の基本性質

独立試行・反復試行

条件付き確率

三角形の性質

円の性質

空間図形の性質

約数と倍数

ユークリッドの互除法と不定方程式

n進法と分数・小数

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

86.7％

0％

73.3％

73.3％

80％

66.7％

100％

86.7％

6.7％

13.3％

26.7％

0％

0％

53.3％

13.3％

66.7％

46.7％

20％

20％

20％

0％

33.3％

13.3％

0％

I

I

I

I

A

A

A

A

【数学】
2026年度

2024年度～2026年度
単元別出題率

公募 一般

11/2 出題率 ０ 50 100１/21 １/22 １/31 2/1

2026年度  問題分析（分析対象日：2026年1月22日）

問題構成
（大問数４題／
マーク53個）

【合格目安】
正答率 55～61％

係数に定数αを含む放物線Cに関する問題が出題されている。（1）は頂点の座標
を求める問題。（2）は2次関数が与えられた範囲でx軸と交点をもつ定数αの範囲
を求める。（3）は（2）で求めたαの範囲での（1）で求めた頂点のy座標の最大値・
最小値。教科書の例題レベルである。（2）の解の配置は独特な解き方を覚えてい
ないと手が出ないので、このあたりの対策はしっかりしたい。

三角形の二辺の長さと間の角度から余弦定理を用いて、三角形のもう一辺の長さ
を求め、その後，三角形の面積と、正弦定理から外接円の半径を求める。その後、
三角形を底面とする四面体の高さを求め、四面体の体積を求める。小問数や空所
は多くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が
必要となる。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理す
るとよい。

サイコロ三つの目が等しい場合、徐々に大きくなる場合、徐々に大きくなるか等し
くなる場合などの確率を合計4つのパターンで求める。計算でうまく求める方法も
あるが、数え上げても大した手間ではない。前の設問が後ろで求める場合の一部
分になっており、うまく利用できれば数える手間も省略することができる。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

図形と計量の
定番の問題

サイコロに
ついての確率

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

16 25点

12 25点

11 25点

14 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「２次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、最優先
で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・演習
するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター試験の
過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IV】

２次関数・三角比・確率の分野が頻出
解答の数値を直接マークする形式
難易度は基本レベルから標準レベル

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（12分）→【Ⅲ】（12分）→【Ⅳ】（12分）→＜見直し＞（9分）
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解
答できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（数と式・整数の性質） 【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

（1）は無理数を代入して様々な式の値を計算する。2数の2乗の和を2数の和と積
で表すなどの基本的な計算を覚えておきたい。（2）は分母が無理数の実数の分母
を有理化する問題。2段階に分けて有理化する手順を覚えておきたい。（3）はある
数で割った余りが分かっているときの与えられた範囲での最大値・最小値を求め
る整数問題。数学Aの末端分野に載っているため、対策できていないと難しい。い
ずれも難易度は教科書の基本から標準レベルの問題。

※公募は11/2のみの実施。
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公募制推薦試験（前期）

〔11月1日〕
［基礎素養検査（国語素養）］

［基礎素養検査（英語素養）］

17



公募制推薦 国語 公募制推薦 国語

公
募
制
推
薦 

国
語

公
募
制
推
薦 

国
語

1918



2026年度 入学試験問題公募制推薦試験（前期）    国語 2026年度 入学試験問題 公募制推薦試験（前期）    英語

公
募
制
推
薦 

英
語

公
募
制
推
薦 

国
語

2120



2026年度 入学試験問題

公募制推薦試験（前期）

〔11月2日〕
［基礎素養検査（数学素養）］

公募制推薦 英語

公
募
制
推
薦 

英
語

2322



2026年度 入学試験問題 公募制推薦試験（前期）    数学 公募制推薦 数学

公
募
制
推
薦 

数
学

公
募
制
推
薦 

数
学

2524



一般試験・前期〔1月22日〕

［国語］

［英語］

［日本史探究］

［世界史探究］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］

27



一般前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

2928



2026年度 入学試験問題一般試験・前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

3130



2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 英語 一般前期 英語

一
般
前
期 

英
語

一
般
前
期 

英
語

3332



一般前期 英語 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 日本史探究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

一
般
前
期 

英
語

3534



一般前期 日本史探究一般前期 日本史探究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

3736



2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 世界史探究 一般前期 世界史探究

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

3938



一般前期 世界史探究 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

4140



一般前期 政治・経済一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

4342



一般前期 政治・経済 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 数学

一
般
前
期 

数
学

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

4544



一般前期 数学

一般試験・前期〔2月1日〕

［国語］

［英語］

［日本史探究］

［世界史探究］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］
一
般
前
期 

数
学

4746



一般前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

4948



2026年度 入学試験問題一般試験・前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

5150



2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 英語 一般前期 英語

一
般
前
期 

英
語

一
般
前
期 

英
語

5352



一般前期 英語 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 日本史探究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

一
般
前
期 

英
語

5554



一般前期 日本史探究一般前期 日本史探究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

5756



一般前期 日本史探究 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 世界史探究

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

一
般
前
期 

日
本
史
探
究

5958



一般前期 世界史探究一般前期 世界史探究

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

一
般
前
期 

世
界
史
探
究

6160



2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 政治・経済 一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

6362



一般前期 政治・経済 2026年度 入学試験問題 一般試験・前期 数学

一
般
前
期 

数
学

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

6564



一般試験・前期
〔1月22日,　2月1日〕

［国語］

［英語］

［日本史探求］

［世界史探求］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］

公募制推薦試験（前期）
〔11月1日,　11月2日〕

［基礎素養検査（国語素養）］

［基礎素養検査（英語素養）］

［基礎素養検査（数学素養）］

解 答 例

※11月2日のみ

※11月1日のみ

※11月1日のみ

一般前期 数学

一
般
前
期 

数
学

6766



2026年度公募制推薦試験（前期）
基礎素養検査解 答 例

2026年度一般試験・前期
解 答 例（国語、英語、日本史探究）

解答
番号

国語素養

11月1日
1
6
3
2
4
1
2
4
3
2
1
1
2
3
4
6
2
3
3
4
2
1
1
2
2
1
1
5
4
1
3
5
2
2
4
2
1
5
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

解答
番号

英語素養

11月1日
1
3
4
2
1
3
3
2
1
1
1
2
1
2
2
4
1
3
6
7
3
3
1
4
1
2
3
1
2
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

解答
番号

数学素養

11月2日
1
7
0
2
-
3
1
9
2
0
-
2
6
-
3
-
2
6
2
9
4
5
4
3
1
5
2
6
5
3
5
2
4
6
2
3
8
1
5
6
6
0
3
0
0
9
6
1
0
8
1
6
1
5
5
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56

解答
番号

国語

1月22日 2月1日
4
6
5
2
3
3
1
5
2
4
5
1
2
2
2
1
4
5
1
2
3
5
1
2
3
4
4
1
4
2
4
4
7
3
1
6
5
2
5
4
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

6
1
3
2
4
3
5
1
5
2
5
2
2
1
2
1
2
4
5
3
1
5
5
2
1
4
2
4
5
2
2
3
4
1
6
7
2
2
3
1
3
4

解答
番号

英語

1月22日 2月1日
1
1
1
3
2
1
1
2
1
2
3
2
1
2
1
3
3
4
3
4
1
1
2
4
1
3
4
3
3
2
2
1
4
4
2
1
2
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

1
2
1
1
2
4
1
2
2
1
4
2
3
1
1
3
3
4
3
2
4
4
3
1
3
2
3
4
2
1
2
2
1
4
2
4
1
2

解答
番号

日本史探究

1月22日 2月1日
4
2
2
3
2
4
1
1
3
3
2
2
3
2
4
4
2
2
3
4
2
3
1
1
3
4
4
3
2
3
1
4
4
4
2
1
3
3
3
2
4
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

1
1
3
5
1
4
1
3
2
2
3
3
4
4
3
6
2
1
4
3
1
4
2
2
2
2
1
3
4
4
3
3
1
4
2
1
2
1
1
2
3
2

解
答
例

解
答
例

6968



2026年度一般試験・前期
解 答 例（世界史探究、政治・経済、数学）

解答
番号

世界史探究

1月22日 2月1日
3
2
1
3
3
4
1
4
1
2
3
1
1
4
2
4
3
3
2
3
4
1
3
1
4
3
4
1
1
2
2
3
1
1
4
1
3
4
2
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

4
1
1
2
2
1
3
3
5
2
4
3
1
4
4
3
1
2
3
4
4
3
2
2
1
3
2
2
4
3
1
3
3
1
4
4
1
2
1
1

解答
番号

政治・経済

1月22日 2月1日
2
1
3
4
4
2
3
1
2
2
4
3
4
4
1
3
3
2
3
3
1
4
2
3
3
4
4
2
3
1
3
1
1
4
4
2
3
2
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

1
3
1
6
2
1
3
3
1
2
2
2
3
1
3
1
1
3
4
1
3
4
5
2
4
2
2
3
4
3
2
2
3
3
4
3
2
1
2

解答
番号

数学

1月22日 2月1日
1
2
3
2
3
9
3
2
3
2
1
2
0
2
9
3
1
3
4
4
3
5
3
7
4
1
6
9
2
1
5
3
7
7
5
7
5
1
9
1
3
6
5
5
4
3
5
2
1
6
7
2
7

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53

8
2
7
1
5
2
4
0
0
8
5
4
3
2
2
-
4
-
2
-
1
1
1
3
3
1
1
3
3
5
4
9
1
1
1
1
4
2
1
2
1
1
6
5
3
2
2
5

解
答
例

70
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